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リメディアル生物学 25 14 4 31 74
物理学基礎知識 - 10 - 20 30
物理学基礎数学 - 0 - 9 9
生理学予習復習 33 17 7 40 97
理学療法学科と言語聴覚学科の物理学は秋学期開講のためカウントせず
表 2　平成 28 年度ｅラーニングドリル春学期４学
科合計月別利用開始者数
（単位：人） 4 月 5 月 6 月 7 月 小　計
リメディアル生物学 3 12 4 55 74
物理学基礎知識 7 6 0 17 30
物理学基礎数学 0 5 0 4 9






























































i ）平成 26 年度の活動
平成 26 年度のピアサポーター登録は、理学療法














学科 17 名、作業療法学科 5 名、看護学科 4 名で、
支援対象者は 44 名（春学期 8 名、秋学期 36 名）、






























































平成 28 年度春学期に物理学を履修した 176 名と
生物学を履修した 282 名にプレテストを実施し、得
点の上位と下位に分けて授業が実施された。物理学

























平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 クラス間 プレ・期末間
プレテスト上位
クラス N=95
57.54 5.12 52.82 9.27 F=146.54 F=0.83 F=49.89
プレテスト下位
クラス N=81
40.99 6.19 47.11 10.13 p<0.001 n.s p<0.001
− 95 −
目白大学岩槻キャンパスにおける学習支援プロジェクトの試み
















平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 クラス間 プレ・期末間
プレテスト上位
クラス N=144
57.91 6.44 53.56 8.48 F=237.69 F=0.03 F=68.39
プレテスト下位
クラス N=138
41.74 5.29 46.29 10.18 p<0.001 n.s p<0.001














平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 e-L 有無 プレ・期末間
生物学 eラーニング
利用無 N=210
50.27 10.07 49.56 10.44 F=0.97 F=4.07 F=4.07
生物学 eラーニング
利用有 N=72
49.22 9.90 51.27 8.60 n.s p<0.05 p<0.05




















































果に関しては、さらに、1 年次の学習が 2 年、3 年
次にどう影響するかを検討する必要がある。照井
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